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第
４
２
７
回
定
例
市
議

会
が
２
月
28
日
か
ら
３
月

24
日
ま
で
の
25
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、

令
和
４
年
度
の
各
会
計
予

算
案
、
令
和
３
年
度
各
会

計
補
正
予
算
案
、
条
例
の

制
定
・
改
正
・
廃
止
、
人

事
案
件
な
ど
の
全
25
議
案

の
ほ
か
、
継
続
分
を
含
む

請
願
３
件
、
陳
情
２
件
、

議
員
提
出
の
市
会
案
３
件

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

審
議
結
果
は
、
13
㌻
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会

と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
の
改
選
と
、
前
委
員
の

辞
任
に
伴
う
各
特
別
委
員

会
委
員
の
補
充
を
行
い
ま

し
た
。
委
員
会
等
の
構
成

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

会　計　名 予　算　額 対前年度
増減率，％

一 般 会 計 172億7,800万円 2.4

特 別 会 計 82億713万円 △1.1

企 業 会 計 21億8,412万円 △2.6

総　　　計 276億6,925万円 0.9

令和４年度
各会計予算決まる

※特別会計は、国民健康保険事業や介護保険事業など
６会計の合計額。企業会計は水道事業、下水道事業、
簡易水道事業の３会計の合計額。

市税 22.2％ 

繰入金
4.7％ 

諸収入
1.5％ 

その他 2.2％ 
譲与税・交付金

6.1％ 地方交付税
35.0％ 

国・県支出金
23.1％ 

市債 5.2％ 

議会費 1.1％

総務費
14.6％

民生費
30.7％

衛生費 10.5％労働費 0.7％
農林水産業費
7.8％

商工費 4.7％

土木費 8.4％

消防費 3.3％

教育費
10.1％

災害復旧費 
0.0％

公債費
8.0％

予備費 0.1％

歳入

歳出（目的別）

　第六次大野市総合計画前期基本計画の２年目として
の予算編成です。
　一般会計予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ172
億7,800万円とし、前年度当初予算と比較して４億335
万円、2.4㌫の増となっています。
　歳出では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止とポストコロナに向けた社会経済活動の活性化の両
立を図るための事業や、高速交通網整備を地域経済の
活性化につなげるため、戦略的に施策を展開する事業
などが計上されています。
　歳入では、市税、基金からの繰入金、使用料及び手
数料、諸収入などの自主財源は全体の30.6㌫、地方交
付税、国・県支出金、地方譲与税、地方消費税交付金、
市債などの依存財源が69.4㌫となっています。

自主財源
依存財源

３月
定例会の概要

議会運営
委員会

常任委員会 特別委員会

総務生活 産経環境 教育民生 未来へつなぐ
まちづくり 人口減少対策

◎　畑中　章男
○　林　　順和
　　葊瀬　浩司
　　木戸屋八代実
　　堀田　昭一
　　榮　　正夫

◎　葊田　憲徳
○　伊東由起恵
　　松本　嘉彦
　　堀田　昭一
　　野村　勝人
　　畑中　章男

◎　白﨑　貴之
○　葊瀬　浩司
　　梅林　厚子
　　永田　正幸
　　松田　元栄
　　榮　　正夫

◎　林　　順和
○　川端　義秀
　　木戸屋八代実
　　ダニエル益資
　　髙田　育昌
　　髙岡　和行

◎　川端　義秀
○　梅林　厚子
　　伊東由起恵
　　松本　嘉彦
　　葊田　憲徳
　　髙田　育昌
　　野村　勝人
　　畑中　章男

◎　堀田　昭一
○　木戸屋八代実
　　葊瀬　浩司
　　林　　順和
　　ダニエル益資
　　白﨑　貴之
　　永田　正幸
　　榮　　正夫

議会運営委員会及び各委員会の構成 ◎委員長　○副委員長 

一般会計



3令和４年４月　おおの議会だより

一般会計予算の主な事業

○小中学校再編計画推進事業【新規】333万円
　校区ごとの再編準備委員会で課題などを協議し、再
編に向けた準備を推進
○小中学校施設改修事業【新規】1億6,664万円
○一時預かり・延長保育事業【拡充】4,129万円
　令和４年９月から第２子以降の多胎児の利用料を無償化

○稼ぐ力応援事業【新規】1,117万円
　稼げる地域ブランドの活用や現状分析、機会を捉え
た実践的な取り組みを行う事業者を支援
○サトイモ園芸タウン事業【新規】1,721万円
○ふくいデジタルバウチャー実施事業【臨時】2,143万円
　県内での買い物等に使える「ふく割」を活用した電
子クーポンの大野市版「おおの割」を発行

○健康づくり応援事業【拡充】4,410万円
　ヘルスウオーキングプログラムの実施、健幸アンバ
サダーの養成、健康・食守フェスタの開催 
○新型コロナウイルスワクチン接種事業【臨時】7,141万円
○住民税非課税世帯への臨時特別給付金給付事業
【臨時】１億303万円

　住民税の非課税世帯などに対し、１世帯当たり10万
円の臨時給付金を給付

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

を
６
億
８
７
４
２
万
円
増
額

（
補
正
予
算
）

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計

予
算
に
６
億
８
７
４
２
万
円

が
増
額
さ
れ
、
予
算
の
累
計

が
１
９
７
億
８
４
９
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。 

　

除
雪
経
費
２
億
５
０
０
０

万
円
の
増
額
や
、
各
事
業
費

の
確
定
に
伴
う
増
減
、
財
政

調
整
基
金
を
は
じ
め
と
し
た

各
基
金
へ
の
積
立
金
の
増
額

な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

大
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
金
設
置
条
例
の
制
定

　

地
域
再
生
法
に
規
定
す
る

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

寄
附
活
用
事
業
に
要
す
る
経

費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の

基
金
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

が
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。  

未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち

歴史・風土と新たな強みを生かした
活力あるまち 

地域経済分野

健幸で自分らしく暮らせるまち
健幸福祉分野

１

３

２

　

次
の
三
つ
の
市
会
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書 

　

消
費
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
措
置
を
求
め
る

意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
野
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

　

会
議
で
情
報
通
信
端
末
機

器
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
規

則
を
改
正
し
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
攻
撃
と
主
権
侵
害

に
抗
議
す
る
こ
と
な
ど
を
決

議
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

14
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て 

　

新
た
に
南
居
光
枝
氏
（
上

舌
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。 

　第六次大野市総合計画前期基本計画を
推進する主な事業を六つの基本目標ごと
に掲載します。 

○地域で住み続けられる公共交通検討事業【臨時】584万円
　市内公共交通見直しに係る地区別ワークショップの
開催、見直しに向けた実証運行の実施 
○公共施設太陽光発電等導入調査事業【臨時】898万円
　公共施設で太陽光発電設備を導入した場合の発電量
や費用対効果を調査 
○脱炭素ビジョン策定事業【継続】857万円

豊かな自然の中で快適に暮らせるまち
くらし環境分野４

○いきいきわくわく学習事業【新規】1,407万円
　幅広い世代の人が多種多様なテーマで学べる機会や
情報を提供 
○来て見て住んで応援事業【拡充】1,052万円
○結の故郷地域が輝く交付金事業【拡充】2,158万円
　公民館を拠点に実施する地域の活性化、課題解決の
ための活動などを支援

みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち
地域づくり分野５

○自治体情報システム標準化経費【臨時】892万円
　住民情報、税情報などの基幹系システムに関する令
和７年度の標準化に向けての準備経費
○和泉地域情報通信基盤整備事業補助【臨時】
　１億1,970万円
　和泉地区で超高速ブロードバンド環境を整備する電
気通信事業者の事業を補助
○ペーパーレス会議システム運用経費【継続】228万円

結のまちを持続的に支える自治体経営
行政経営分野

補
正
予
算
議
案

条
例
の
制
定

人
事
案
件

市
会
案

６

こども分野
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所
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
が
あ
り
、
議
会
と
し

て
も
評
価
し
た
が
、
令
和
４

年
度
予
算
案
に
計
上
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
放
課
後
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、

学
校
の
教
室
を
活
用
し
て
い

く
と
い
う
考
え
方
を
基
本
に

児
童
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
教
室

の
統
合
に
向
け
た
検
討
な
ど
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

在
り
方
を
検
討
す
る
。
新
年

度
に
第
２
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
中
間
見

直
し
を
行
う
中
で
、
市
民
の

意
見
を
聞
く
。

　
　

小
学
校
に
お
け
る
校
区

ご
と
の
再
編
準
備
委
員
会
は

い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
設
置

さ
れ
る
予
定
か
。

　
　

小
学
校
の
再
編
は
令
和

５
年
度
以
降
に
中
学
校
で
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
進

め
る
が
、
校
長
会
や
学
校
間

で
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
新

年
度
か
ら
協
議
し
て
い
く
。

と
と
も
に
、
越
前
お
お
の
農

林
樂
舎
が
管
理
し
て
い
く
方

針
が
示
さ
れ
た
が
、
企
業
が

求
め
る
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ

に
ど
う
応
え
る
の
か
。

　
　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

は
求
職
者
向
け
講
座
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
貸
館
業

務
を
継
続
。
企
業
が
求
め
る

研
修
ニ
ー
ズ
は
、
地
域
経
済

部
に
よ
る
企
業
訪
問
に
よ
り

収
集
し
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

と
情
報
共
有
を
行
う
な
ど
、

部
局
間
で
連
携
す
る
。

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、

利
用
が
低
調
で
あ
る
１
階
部

分
を
、
農
家
が
搬
入
す
る
野

菜
の
集
出
荷
ス
ペ
ー
ス
の
拡

張
を
必
要
と
し
て
い
る
越
前

お
お
の
農
林
樂
舎
に
貸
与
す

る
こ
と
で
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
く
。
施
設
の
維
持
管
理

は
、
農
林
樂
舎
へ
の
委
託
の

可
否
も
含
め
精
査
す
る
。

ど
う
評
価
分
析
し
て
い
る
の

か
。

　
　

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
の
成
果
指
標
の
一
つ
と

し
て
設
定
し
て
い
た
「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
調
査
に
よ
る
認
知

度
と
魅
力
度
」
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
は
、
順
位
は
下

が
っ
た
も
の
の
、
昨
年
開
駅

し
た
道
の
駅
「
越
前
お
お
の

荒
島
の
郷
」
で
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、

県
外
客
は
４
割
で
、
集
中
的

に
情
報
発
信
を
行
っ
た
中
京

や
関
西
、
北
陸
方
面
の
割
合

が
高
く
、
取
り
組
み
の
効
果

が
表
れ
た
。

　
　

こ
の
冬
は
感
染
症
の
流

行
や
断
続
的
な
降
雪
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
等
に
よ

り
例
年
以
上
に
消
費
が
低
迷
。

勝
山
市
な
ど
各
自
治
体
が
経

済
対
策
を
打
ち
出
し
た
が
、

本
市
は
追
加
の
消
費
喚
起
策

が
な
か
っ
た
。
実
施
し
な
か

っ
た
判
断
、
理
由
は
。 

　
　

冬
季
の
経
済
対
策
に
つ

い
て
、
12
月
補
正
で
充
実
を

図
っ
た
。

　
　

公
共
施
設
再
編
の
方
向

性
を
「
現
状
維
持
」
と
し
た

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
講
座
を
廃
止
し
て
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
集
約
す
る

小
学
校
は
地
域
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
よ
り
慎
重
に
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
づ
く
り
団
体
の
代

表
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

高
校
卒
業
後
に
地
元
で

働
く
若
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
を
目

的
と
し
た
大
学
進
学
者
等
へ

の
奨
学
金
制
度
は
評
価
が
高

か
っ
た
。
復
活
を
求
め
る
声

が
多
く
あ
る
が
、
考
え
は
。

　
　

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
へ

の
大
き
な
動
機
付
け
に
結
び

付
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
終

了
し
た
。

　
　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
結

果
に
つ
い
て
全
国
３
０
０
位

以
内
を
目
指
し
て
い
た
が
、

令
和
３
年
度
に
お
け
る
認
知

度
が
８
６
３
位
、
魅
力
度
は

９
０
８
位
と
急
降
下
し
た
。

　
　

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ

の
高
い
遊
び
場
整
備
に
つ
い

て
は
、
福
井
県
が
支
援
す
る

方
針
を
受
け
て
、
本
市
で
の

整
備
は
い
つ
、
ど
こ
で
実
施

す
る
の
か
。

　
　

県
の
制
度
は
令
和
８
年

度
ま
で
。
屋
内
施
設
の
充
実

を
求
め
る
声
を
聞
い
て
い
る
。

新
年
度
以
降
、
県
の
補
助
を

有
効
活
用
し
て
い
く
。

　
　

放
課
後
等
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
に
関
し
て
、

　
「
令
和
４
年
度
は
長
期
休
業

中
限
定
で
学
校
の
空
き
教
室

等
を
活
用
し
、
ま
ず
は
１
カ

子育て世代のニーズの高い遊び場整備の
方針は

新
風
会
・
公
明

　
林は

や
し

　
　
順よ

り

和か
ず

　
議
員

県の制度は令和８年度まで。新年度以降、有効
活用していく

代
表
質
問

問答問

問 答答

答

問

問

放課後を児童センターで過ごす子どもたち

リニューアルされた移住定住応援サイト

利活用を模索する「職業訓練センター」

答問

答問 答
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脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
か
ら
の
排
熱
の
利
用

は
。 

　
　

平
均
25
度
程
度
の
温
水

が
発
生
し
て
い
る
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。発
電
所
は
、

事
業
者
か
ら
の
提
案
が
あ
れ

ば
協
議
し
て
い
く
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を

効
率
よ
く
活
用
し
、
地
域
の

課
題
解
決
や
魅
力
向
上
に
ど

の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
。 

　
　

人
口
減
少
に
よ
る
働
き

手
不
足
、
担
い
手
不
足
を
解

決
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農

林
業
の
促
進
、
事
業
者
の
デ

ジ
タ
ル
導
入
支
援
に
取
り
組

む
。

　
　

昨
年
９
月
以
降
に
清
滝

川
や
木
瓜
川
が
渇
水
し
、
環

境
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

環
境
と
の
調
和
に
対
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
。

　
　

流
域
の
水
循
環
に
関
わ

る
行
政
や
事
業
者
、有
識
者
、

関
係
団
体
、
市
民
な
ど
か
ら

な
る
大
野
市
水
循
環
推
進
協

議
会
で
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　

越
美
北
線
、
ま
ち
な
か

循
環
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
利
用
拡
大
に
向

け
て
の
当
初
予
算
へ
の
反
映

は
。

　
　

高
校
生
や
ま
ち
づ
く
り

関
係
者
と
越
前
大
野
駅
や
そ

の
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
取
り
組
む
。
ま
た
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
の

在
り
方
に
つ
い
て
実
証
実
験

を
行
い
、
検
討
を
進
め
る
。

　
　

当
初
予
算
の
「
鳥
獣
害

の
な
い
里
づ
く
り
推
進
事
業
」

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　

要
望
の
あ
っ
た
集
落
に

お
い
て
、
農
地
に
隣
接
す
る

山
際
で
幅
約
10
㍍
の
草
刈
り

や
樹
木
の
伐
採
な
ど
を
行
う
。

ま
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
大
型
捕

獲
檻
を
活
用
し
た
捕
獲
を
実

施
す
る
。

　
　

当
初
予
算
の
「
サ
ト
イ

モ
園
芸
タ
ウ
ン
事
業
」
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
Ｊ
Ａ
や
県
と
連
携
し
て

効
率
的
な
防
除
体
系
や
新
た

な
荷
受
け
方
法
、
種
芋
の
保

存
方
法
な
ど
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
サ
ト
イ
モ
の
生
産

規
模
を
現
状
よ
り
30
㌃
以
上

拡
大
す
る
生
産
者
に
対
し
、

必
要
と
な
る
機
械
の
導
入
を

支
援
す
る
。

内
容
と
目
的
は
。

　
　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

や
地
域
に
誇
り
と
愛
着
が
持

て
る
学
習
の
推
進
、
学
べ
る

環
境
づ
く
り
な
ど
、
生
涯
学

習
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
く
。
人
生
１
０
０
年
時

代
に
あ
っ
て
、
市
民
の
学
び

直
し
、
資
格
取
得
や
起
業
に

つ
な
が
る
講
座
、
企
業
向
け

社
員
研
修
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
し
た
講
座
を
実

施
す
る
。

　
　

一
日
も
早
い
国
道
１
５

８
号
の
早
期
改
修
へ
の
市
長

の
意
気
込
み
は
。

　
　

県
は
境
寺
・
計
石
バ
イ

パ
ス
の
令
和
12
年
度
ま
で
の

完
成
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

福
井
市
と
連
携
し
て
、
早
期

の
供
用
開
始
に
向
け
て
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

「
越
前
お
お
の
産
業
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
戦
略
」
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
市
長

の
意
気
込
み
は
。

　
　

市
内
事
業
者
の
稼
ぐ
力

と
企
業
価
値
の
向
上
を
図
り
、

地
域
経
済
の
自
立
と
好
循
環

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
稼
ぐ
力
の

向
上
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

く
。 

よ
り
、
さ
ら
な
る
生
活
へ
の

不
安
が
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
今
後

の
活
用
は
。 

　
　

感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
を
図
っ
て

い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
こ
ど
も
園
や
学
校

に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
へ
の
対
応
は
。

　
　

児
童
・
生
徒
に
は
、
感

染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
対
し

て
、
決
し
て
差
別
、
偏
見
が

生
じ
な
い
よ
う
、
正
し
い
知

識
と
人
権
意
識
を
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
感
染
対
策
に

よ
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
、
結
の
故

郷
教
育
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
児
童
・

生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
て

い
る
。 

　
　

当
初
予
算
の
「
い
き
い

き
わ
く
わ
く
学
習
事
業
」
の

　
　

市
の
財
政
状
況
と
将
来

に
わ
た
る
健
全
財
政
の
維
持

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
当
初
予
算
を
編
成
し
た
か
。

　
　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
念
頭
に
置
き
、
市
債

の
借
入
額
や
各
基
金
か
ら
の

繰
入
金
を
減
額
し
た
予
算
編

成
と
し
た
。
財
源
確
保
は
国

や
県
の
補
助
金
を
最
大
限
に

利
用
し
、市
債
に
つ
い
て
は
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

地
方
債
を
活
用
し
、
健
全
な

財
政
運
営
の
維
持
に
努
め
る
。

　
　

第
六
次
大
野
市
総
合
計

画
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
市
民
へ
の

浸
透
と
受
け
止
め
は
。

　
　

本
計
画
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
を
理
解
し
、
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
仲
間

が
着
実
に
増
え
て
い
る
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
米
価

下
落
、
物
価
や
燃
料
価
格
高

騰
の
中
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
軍

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に

現在の市の財政状況と将来にわたる健全財政の
維持について、どのように当初予算を編成したか

簡素で効率的な行政運営を念頭に置き、市債の借入
額や各基金からの繰入金を減額した予算編成とした  

問答
清
風
会

　
堀ほ

り

田た

　
昭し

ょ
う

一い
ち

　
議
員

問

問

問

問 答

答

答

答

問 答答

問問問

問問

答

答 答

答答

代
表
質
問

問

答 問
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成
人
式
に
関
す
る
20
歳

を
迎
え
る
方
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
結
果
は
。

　
　

「
何
歳
の
時
に
実
施
す

る
の
が
良
い
と
思
う
か
」
と

の
質
問
に
は
、
20
歳
と
い
う

回
答
が
96
㌫
、「
開
催
は
い
つ

頃
が
良
い
と
思
う
か
」
と
の

質
問
に
対
し
て
は
、
１
月
が

60
㌫
、
３
月
が
30
㌫
で
あ
っ

た
。

　
　

調
査
の
結
果
を
受
け
て

開
催
時
期
は
い
つ
ご
ろ
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な

ど
を
参
考
に
、
１
月
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

小
中
学
校
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
実
施
状
況
は
。

　
　

自
宅
待
機
と
な
っ
た
児

童
・
生
徒
は
、
１
月
27
日
か

ら
３
月
１
日
ま
で
の
期
間
で

１
２
２
人
お
り
、
児
童
・
生

徒
の
状
況
や
保
護
者
と
の
相

談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
や
プ
リ
ン
ト
学

習
な
ど
の
対
応
を
取
っ
て
い

を
本
年
度
策
定
す
る
。ま
た
、

中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
県
内

全
線
開
通
し
、
北
陸
新
幹
線

が
敦
賀
駅
ま
で
開
業
す
る
機

会
を
捉
え
、
本
市
で
地
域
経

済
が
回
っ
て
い
く
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

本
市
の
人
口
が
毎
年
５

０
０
人
、
６
０
０
人
と
減
っ

て
い
る
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
で

人
口
減
少
が
進
む
と
、
人
口

は
ゼ
ロ
に
な
る
。
市
当
局
が

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
打
っ
て

も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

２
期
目
を
目
指
す
市
長
の
さ

ら
な
る
対
策
は
。

　
　

人
口
減
少
の
傾
向
は
今

後
も
続
く
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
２
０
２
５
年
の
人
口
２

万
９
０
０
０
人
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、市
民
や
団
体
、

事
業
者
な
ど
が
連
携
・
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
第
２
期
大
野
市
総

合
戦
略
に
沿
っ
て
施
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
減
少
幅

を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
く
。

る
。
そ
の
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
で
の
対
応
は
80
人
。
対

応
日
数
は
５
日
間
程
度
。

　
　

公
民
館
を
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
す
る
と
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

生
涯
学
習
の
場
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
福
祉

や
防
災
防
犯
、
子
ど
も
の
見

守
り
な
ど
の
地
域
活
動
、
支

え
合
い
・
助
け
合
い
の
重
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
、
取
り
組
ん

で
い
る
。 

　
　

学
校
の
長
期
休
業
中
に

公
民
館
を
児
童
に
開
放
し
、

自
由
に
宿
題
や
自
主
学
習
が

で
き
る
場
を
提
供
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

自
習
室
と
し
て
開
放
で

き
る
会
議
室
の
確
保
や
落
ち

着
い
て
自
主
学
習
が
で
き
る

環
境
の
整
備
な
ど
を
整
理
し
、

新
年
度
か
ら
対
象
を
中
学
生

に
加
え
、
小
学
５
、
６
年
生

児
童
に
も
拡
大
し
、
実
施
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

石
山
市
政
の
下
で
、
不

祥
事
が
続
発
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
二
度
と
不
祥
事
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
ど
う
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

令
和
元
年
度
、
令
和
２

年
度
と
、
市
職
員
に
よ
る
不

祥
事
が
続
い
た
。
準
公
金
の

着
服
、
利
害
関
係
者
か
ら
の

収
賄
、
飲
酒
運
転
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
内
容
は
違
う
も
の
の
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
裏

切
る
行
為
だ
っ
た
。
市
で
は

第
三
者
委
員
会
の
提
言
を
踏

ま
え
、
再
発
防
止
策
の
取
り

ま
と
め
と
合
わ
せ
、
大
野
市

職
員
倫
理
規
程
を
改
正
し
た
。

　
　

石
山
市
政
の
下
で
残
念

な
が
ら
、
県
内
９
市
で
魅
力

度
９
位
や
知
名
度
９
位
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

魅
力
度
、
知
名
度
を
挽
回
す

べ
く
、
市
長
と
副
市
長
が
も

っ
と
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

稼
ぐ
力
と
い
う
こ
と
で
、

産
業
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
計
画

石山市政の下で不祥事が続発したが、
再発防止に向けてどうすべきか

成人式に関する20歳を迎える方への
調査結果は

新
風
会
・
公
明

　
白し

ら

﨑さ
き

　
貴た

か

之ゆ
き

　
議
員

無
会
派 

　
ダだ

ニに

エえ

ルる

益よ
し

資も
と

　
議
員

第三者委員会の提言を踏まえ、大野市職員倫理
規程を改正した 

実施年齢は「20歳」が96㌫、開催時期は「１月」
が60㌫ 
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は
あ
る
。

　
　

令
和
３
年
度
に
改
訂
す

る
公
共
施
設
再
編
計
画
編
の

再
編
目
標
は
。

　
　

20
施
設
を
「
廃
止
」
と

し
、
再
編
の
目
標
と
し
た
。

そ
の
内
訳
は
譲
渡
が
15
、
除

却
・
解
体
が
５
と
な
る
。
ま

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
配
慮
し
、
計

画
を
進
め
る
。

　
　

公
共
施
設
再
編
計
画
編

で
、
既
に
耐
用
年
数
が
超
過

し
て
い
る
施
設
が
あ
る
。
い

つ
更
新
ま
た
は
改
修
を
す
る

の
か
。
ま
た
長
寿
命
化
や
、

付
随
す
る
設
備
・
備
品
等
の

経
費
の
試
算
は
。

　
　

計
画
的
に
修
繕
や
改
修

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
全

庁
統
一
ル
ー
ル
で
施
設
の
点

検
や
診
断
を
行
い
、
維
持
管

理
や
更
新
の
実
施
時
期
、
費

用
な
ど
を
試
算
し
て
い
る
。

ま
た
来
年
度
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
見
直
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　

平
成
25
年
の
大
野
市
公

共
施
設
再
編
計
画
策
定
後
、

現
在
ま
で
の
公
共
施
設
の
再

編
実
績
は
。

　
　

廃
止
が
24
件
、
用
途
変

更
が
２
件
、
譲
渡
や
売
却
が

12
件
、
統
合
が
５
件
、
借
地

の
返
還
が
２
件
、
機
能
移
転

が
３
件
で
あ
る
。

　
　

大
野
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
施
設
情
報
を

一
元
管
理
す
る
と
あ
る
が
、

管
理
状
況
は
。

　
　

公
共
施
設
の
現
状
把
握

は
、
所
管
課
が
施
設
ご
と
に

行
う
こ
と
と
し
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
。
全

体
に
つ
い
て
は
、
財
政
経
営

課
で
管
理
し
て
い
る
。

　
　

改
修
等
で
補
助
金
等
を

使
う
と
財
産
処
分
の
制
限
期

間
が
延
び
る
。
そ
の
施
設
の

目
標
耐
用
年
数
、
延
べ
床
面

積
な
ど
の
資
料
は
あ
る
の
か
。

　
　

財
産
処
分
の
制
限
期
間
、

改
修
し
た
後
の
目
標
耐
用
年

数
、
延
べ
床
面
積
等
の
資
料

大野市公共施設等総合管理計画の推進は財政
面に与える影響が大きいが、現状と進め方は

計画的に修繕や改修を行っている 
来年度公共施設等総合管理計画を見直し検討していく

問
清
風
会

　
廣ひ

ろ

田た

　
憲か

ず

徳の
り

　
議
員

答

続
可
能
な
公
共
交
通
の
在
り

方
の
検
討
を
進
め
る
。
例
え

ば
地
域
住
民
に
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
っ
て
も
ら
い
、
送
迎
の

一
端
を
担
っ
て
も
ら
う
よ
う

な
新
し
い
移
動
手
段
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
実

証
実
験
な
ど
を
行
う
。

　
　

令
和
４
年
３
月
に
改
訂

す
る
大
野
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
～
大
野
市
公
共

施
設
再
編
計
画
編
～
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
。

　
　

施
設
数
の
削
減
の
ほ
か
、

コ
ス
ト
削
減
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
維
持
を
図
り
、
公

共
施
設
の
再
編
と
適
正
配
置

を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な

考
え
を
示
し
た
計
画
で
あ
る
。

再
編
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
や
地
域
の
意
向
を
確
認

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

配
慮
し
て
進
め
る
。

　
　

越
美
北
線
が
存
続
す
る

た
め
に
は
乗
車
人
数
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
く
の
か
。

　
　

観
光
利
用
促
進
に
つ
い

て
は
、サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
、

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
、
御
朱
印
型
乗

車
記
念
証
の
継
続
、
九
頭
竜

湖
駅
の
駅
舎
装
飾
を
実
施
す

る
。
日
常
利
用
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
団
体
利
用
の
条
件

の
緩
和
、
回
数
券
購
入
の
助

成
拡
充
、
越
美
北
線
を
定
期

的
に
利
用
す
る
方
へ
の
京
福

バ
ス
大
野
線
の
回
数
券
購
入

補
助
の
新
設
な
ど
を
行
う
。

　
　

地
域
の
助
け
合
い
に
よ

る
新
し
い
公
共
交
通
の
実
証

実
験
と
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
か
。

　
　

各
地
区
に
お
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、

公
共
交
通
を
必
要
と
す
る
方

の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
特
性
を

把
握
し
、
地
域
に
合
っ
た
持

地域の助け合いによる公共交通の実証
実験とは

例えば、地域住民が送迎の一端を担うような
実証実験である 

問
未
来
お
お
の

　
木き

戸ど

屋や

八や

代よ

実み

　
議
員

答

問

一
般
質
問

問

問

答

答

答

答

答

答

問

問問
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

５
歳
か
ら
11
歳
児
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
は
。

　
　

接
種
部
位
の
痛
み
や
倦け

ん

怠た
い

感
、
頭
痛
、
発
熱
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
臨
床
試
験

で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
軽

度
ま
た
は
中
等
度
で
あ
る
。

　
　

本
市
の
孤
独
・
孤
立
の

実
態
と
施
策
の
実
施
状
況
は
。

　
　

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

人
は
社
会
的
に
孤
独
や
孤
立

に
陥
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ

て
お
り
、
市
内
の
１
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
は
１
２
８

０
世
帯
で
、
ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な

い
。高
齢
者
へ
の
対
応
は
、区

長
や
民
生
委
員
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
連
携
し
、

支
援
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
巡

回
訪
問
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

せ
る
と
県
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
　

高
齢
者
の
買
い
物
難
民
、

医
療
難
民
に
、
ど
の
よ
う
な

手
立
て
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

公
共
交
通
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

六
呂
師
高
原
活
性
化
構

想
案
に
、
市
は
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

　
　

県
と
市
が
協
力
し
、
モ

ン
ベ
ル
の
知
見
を
生
か
す
。

滞
在
や
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の

拠
点
と
し
て
新
た
な
誘
客
の

柱
と
な
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
や
コ
テ
ー
ジ
な
ど
を
新
設

し
、
年
間
二
万
人
が
泊
ま
る

こ
と
が
可
能
。

　
　

六
呂
師
高
原
活
性
化
で

市
街
地
は
ど
れ
だ
け
の
恩
恵

を
受
け
る
の
か
。
構
想
案
に

は
、
市
内
に
誘
導
と
い
う
言

葉
は
一
つ
も
出
て
こ
な
い
の

だ
が
、
市
民
や
本
市
が
潤
う

企
画
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　

市
内
全
域
に
経
済
効
果

が
生
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

　
　

子
ど
も
食
堂
に
対
す
る

本
市
の
支
援
方
針
は
。

　
　

子
ど
も
食
堂
や
子
ど
も

に
対
す
る
宅
食
の
支
援
を
行

う
民
間
団
体
と
連
携
し
、
気

掛
か
り
な
子
ど
も
を
見
守
り
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
、
新
年
度
か
ら
子
ど
も
食

堂
見
守
り
支
援
事
業
補
助
を

実
施
す
る
。
安
定
的
な
運
営

に
要
す
る
活
動
経
費
に
補
助

す
る
も
の
で
、
団
体
の
体
制

や
活
動
の
内
容
を
見
極
め
、

で
き
る
限
り
支
援
に
努
め
る
。

　
　

高
齢
の
飼
い
主
が
病
気

や
介
護
な
ど
で
ペ
ッ
ト
の
世

話
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て

も
包
括
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

　
　

ペ
ッ
ト
の
世
話
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
の
預
け
先

の
事
前
準
備
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
す
る
と
と

も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
に
は
事
業
所
を
通
じ
て

呼
び
掛
け
を
行
う
。

　
　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
問
う
。
本
市
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
大

野
油
坂
道
路
は
、（
仮
称
）
和

泉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

は
令
和
４
年
度
、（
仮
称
）
油

坂
出
入
口
ま
で
は
令
和
８
年

春
に
開
通
す
る
見
通
し
で
あ

る
。
国
道
１
５
８
号
境
寺
・

計
石
バ
イ
パ
ス
は
早
期
供
用

開
始
に
向
け
て
要
望
を
続
け

る 

。

　
　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
が

令
和
８
年
春
に
、
県
内
全
線

が
開
通
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
の
か
。

　
　

実
現
さ
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。

　
　

平
成
24
年
に
、
完
成
ま

で
概
ね
10
年
と
言
っ
て
い
た

境
寺
・
計
石
バ
イ
パ
ス
は
10

年
間
で
完
成
し
な
い
と
思
う

の
だ
が
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
中
で
完
成
さ

高齢者の買い物難民、医療難民に
どのような手立てをしているのか 

子ども食堂に対する本市の支援方針は

新
風
会
・
公
明

　
伊い

東と
う

由ゆ

起き

恵え

　
議
員

双
葉
会

　
髙た

か

岡お
か

　
和か

ず

行ゆ
き

　
議
員

公共交通の在り方を検討していきたい

新年度から安定的な運営に要する活動経費を
補助する 

問

一
般
質
問

答問答

答 問

問答答 問

答 問問

問

答

答

問問 答答
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に
声
掛
け
し
、
灯
油
購
入
費

の
助
成
が
行
わ
れ
た
。
今
回

も
状
況
を
見
な
が
ら
市
町
に

助
言
し
て
い
く
」
と
答
弁
し

た
。
２
０
０
８
年
１
月
31
日

に
は
、
元
国
務
大
臣
の
舛
添

要
一
氏
が
予
算
委
員
会
で

　
「
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
灯

油
購
入
費
の
助
成
と
生
活
保

護
の
冬
季
加
算
は
全
く
別
の

も
の
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

暖
房
費
の
実
態
は
例
え
ば
、

小
型
温
風
ヒ
ー
タ
ー
を
１
日

使
用
す
る
と
５
㍑
タ
ン
ク
が

空
に
な
る
。
灯
油
代
が
税
込

み
１
㍑
１
０
９
円
で
、
１
日

５
４
５
円
。
月
１
万
６
３
５

０
円
が
か
か
る
。
冬
季
加
算

６
７
９
０
円
と
い
う
金
額
は

少
な
い
の
で
は
。

　
　

生
活
保
護
の
場
合
、
１

人
世
帯
は
６
７
９
０
円
、
２

人
世
帯
で
９
６
３
０
円
、
４

人
世
帯
で
１
万
１
８
２
０
円
、

６
人
世
帯
で
１
万
２
９
２
０

円
と
人
数
に
応
じ
て
冬
季
加

算
金
額
が
変
動
す
る
。

　
　

福
祉
灯
油
の
支
援
が
必

要
で
は
。

　
　

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
緊

急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付

制
度
が
、
令
和
４
年
６
月
末

ま
で
延
長
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
世

帯
に
は
、
世
帯
の
規
模
に
応

じ
て
生
活
扶
助
費
と
し
て
冬

季
加
算
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
灯
油
購
入

費
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
個
別

に
相
談
支
援
を
行
う
。

　
　

県
か
ら
の
通
知
は
。

　
　

生
活
困
窮
者
灯
油
購
入

費
助
成
に
対
し
「
特
別
交
付

税
の
措
置
を
講
じ
る
」「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
す
る
こ
と
も
可
能
」「
生

活
困
窮
者
に
対
す
る
灯
油
購

入
費
の
助
成
に
つ
い
て
い
ま

一
度
検
討
を
」
と
い
う
内
容

で
あ
る
。

　
　

杉
本
知
事
は
県
議
会
で

　
「
２
０
０
７
年
に
は
各
市
町

石油価格高騰により灯油購入費の助成
を求める

助成は考えていない。灯油を含めた生活費等の
相談があった場合は個別に相談支援を行う 

問
日
本
共
産
党
大
野
市
議
団 

　
野の

村む
ら

　
勝ま

さ

人と

　
議
員

答

う
ち
４
㌫
が
一
戸
当
た
り
の

公
共
ま
す
の
設
置
負
担
金
。

　
　

工
事
は
10
月
か
ら
１
月

だ
が
、
仮
設
水
道
は
５
年
間

利
用
す
る
の
か
。

　
　

仮
設
水
道
利
用
期
間
は
、

工
事
期
間
を
予
定
。

　
　

消
雪
パ
イ
プ
敷
設
箇
所

等
は
、
工
事
面
積
縮
小
と
捉

え
て
よ
い
か
。

　
　

工
事
を
し
な
い
訳
で
は

な
い
。
一
時
的
に
消
雪
パ
イ

プ
を
撤
去
し
、
下
水
道
整
備

終
了
後
に
下
水
道
事
業
会
計

の
負
担
で
復
旧
す
る
。
幅
員

が
狭
い
所
等
で
は
今
回
は
一

時
的
に
工
事
を
保
留
。
工
事

が
可
能
に
な
っ
た
ら
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　

地
下
水
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
心
配
さ
れ
る
泉

町
等
の
下
水
道
整
備
の
今
後

の
予
定
は
。

　
　

工
事
は
地
下
水
が
低
く

な
る
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の

３
カ
月
程
度
で
実
施
し
、
全

体
の
工
事
期
間
は
、
お
お
む

ね
５
年
。
今
年
は
施
工
年
度

ご
と
の
工
事
予
定
箇
所
を
示

し
、
各
家
庭
の
公
共
ま
す
設

置
位
置
の
調
査
方
法
、
工
事

に
よ
る
通
行
止
め
に
伴
う
迂う

回か
い

路
の
設
定
、
水
道
仮
設
計

画
、
工
事
内
容
の
地
元
説
明

を
行
い
、
令
和
５
年
度
の
着

工
を
目
指
す
。

　
　

他
市
で
は
公
共
ま
す
の

設
置
を
市
が
負
担
し
て
い
る
。

本
市
の
公
共
ま

す
を
１
基
設
置

す
る
際
の
受
益

者
負
担
金
の
戸

割
が
、
15
万
円

で
あ
る
根
拠
は
。

　
　

全
体
事
業

費
の
８
㌫
が
受

益
者
負
担
金
。

泉町等の下水道整備、今後の予定は

水のまちとして地元の皆さまにご理解をいただき
ながら事業の進

し ん

捗
ちょく

に努める

問
無
会
派 

　
梅う

め

林ば
や
し

　
厚あ

つ

子こ

　
議
員

答問答

一
般
質
問

問問 答答

答

答

問問

本市の公共下水道リーフレットより

公共ますとは？
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令
和
３
年
12
月
の
第
２

０
７
回
国
会（
臨
時
会
）に
お

い
て
、
岸
田
総
理
は
所
信
表

明
演
説
で
「
新
し
い
資
本
主

義
の
下
で
の
分
配
の
実
現
の

た
め
、
ま
ず
は
国
が
率
先
し

て
看
護
、
介
護
、
保
育
、
幼

児
教
育
の
現
場
で
働
く
方
々

の
給
与
を
本
年
２
月
か
ら
引

き
上
げ
る
」
と
し
、
ケ
ア
労

働
者
処
遇
改
善
事
業
を
経
済

対
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
が
、

本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
11
月
19
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
克

服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の

経
済
対
策
に
、「
民
間
部
門
に

お
け
る
春
闘
に
向
け
た
賃
上

げ
の
議
論
に
先
ん
じ
て
、
保

育
士
等
、
幼
稚
園
教
諭
、
介

護
・
障
が
い
福
祉
職
員
を
対

象
に
賃
上
げ
を
本
年
２
月
に

前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
」

が
明
記
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
、
民
間
の
保
育

所
と
認
定
こ
ど
も
園
に
は
取

り
組
み
の
意
思
を
確
認
し
、

方
向
性
を
、
分
野
ご
と
に
部

会
で
協
議
し
、
決
定
し
た
こ

と
を
、
全
て
の
委
員
が
出
席

す
る
再
編
準
備
委
員
会
で
承

認
す
る
形
を
取
る
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
の
秋
ま
で

現
在
の
学
校
で
活
動
し
、
そ

の
後
は
、
令
和
６
年
度
を
待

た
ず
に
交
流
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　

教
職
員
の
働
き
方
改
革

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　

校
長
会
と
教
育
委
員
会

で
、
超
過
勤
務
者
を
少
な
く

す
る
た
め
の
方
策
を
協
議
し

た
り
、
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
合
っ
た
り
し
て
き
た
。

　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
も
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
視
点
か
ら
も
着
実
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
中

学
校
に
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
令
和
５
年
度
よ

り
運
用
開
始
の
予
定
。

処
遇
改
善
の
補
助
金
を
３
月

補
正
予
算
案
及
び
当
初
予
算

案
に
計
上
し
た
。

　

公
立
の
保
育
所
と
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
正
職
員

以
外
の
全
て
の
保
育
士
、
調

理
師
、
看
護
師
及
び
児
童
館

指
導
員
の
賃
金
改
善
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

今
回
の
処
遇
改
善
は
、

経
済
対
策
と
し
て
の
性
格
が

あ
る
わ
け
だ
が
、
公
立
の
会

計
年
度
任
用
職
員
は
事
業
の

対
象
に
す
る
、
正
規
職
員
は

対
象
外
に
す
る
、
そ
の
す
み

分
け
の
決
定
は
、
庁
内
の
会

議
か
何
か
を
さ
れ
た
の
か
。

　
　

市
職
員
の
処
遇
改
善
は
、

民
間
や
他
自
治
体
と
の
比
較

に
よ
り
、
必
要
な
場
合
に
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
回

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
、
改
善
の
必
要
が
あ

っ
た
。
他
市
の
動
向
も
考
慮

し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

令
和
６
年
度
の
中
学
校

再
編
後
の
学
校
生
活
に
つ
い

て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
く
の
か
。

　
　

令
和
４
年
度
は
新
し
い

中
学
校
区
ご
と
に
再
編
準
備

委
員
会
を
設
置
し
、
再
編
に

向
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
令
和
５
年
度
は

生
徒
の
事
前
交
流
を
は
じ
め

再
編
に
向
け
て
の
具
体
的
な

準
備
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

再
編
準
備
委
員
会
は
、
保

護
者
や
地
域
・
学
校
の
代
表

に
参
画
い
た
だ
き
、４
年
度
、

５
年
度
と
も
に
、
年
度
の
比

較
的
早
い
時
期
と
年
度
末
に

近
い
時
期
の
２
回
開
催
予
定
。

　

こ
の
委
員
会
に
四
つ
の
部

会
を
設
け
、
地
域
と
の
関
わ

り
や
式
典
に
関
す
る
こ
と
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や
学

用
品
に
関
す
る
こ
と
、
事
前

交
流
や
学
習
活
動
に
関
す
る

こ
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
統
合
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
再
編
を
行

う
に
当
た
っ
て
の
枠
組
み
や

令和６年度の中学校再編後の学校生活に
ついては、今後どのように決めていくのか

ケア労働者の処遇改善は、すべての人に
届くように

日
本
共
産
党
大
野
市
議
団 

　
榮さ

か
え

　
　
正ま

さ

夫お

　
議
員

新
風
会
・
公
明

　
廣ひ

ろ

瀬せ

　
浩こ

う

司じ

　
議
員

令和４年度は新しい中学校区ごとに再編準備委員会
を設置し、再編に向けた諸課題について協議を行う

他自治体との兼ね合いで実行していく

問

問

一
般
質
問

一
般
質
問

答

答

答

答 問

問
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地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
公

共
交
通
検
討
事
業
に
つ
い
て

◎
理
事
者
の
説
明 

　

持
続
性
の
あ
る
公
共
交
通

の
検
討
・
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
阪
谷
地
区
と
和
泉
地

区
で
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地

区
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
在

り
方
を
模
索
す
る
。 

　

さ
ら
に
、阪
谷
地
区
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
踏
ま
え
、

実
証
実
験
も
予
定
し
て
い
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

先
進
自
治
体
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
地
域
住
民
自
ら
が

運
転
す
る
タ
ク
シ
ー
の
運
行

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
実
証
実
験
の
結
果
を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
示
さ
れ
、

今
後
、
各
地
区
へ
広
げ
て
い

く
な
ど
、
市
内
全
域
に
お
い

て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

実
現
を
目
指
さ
れ
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

本
年
３
月
か
ら
、
充
実
し

た
返
礼
品
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
構
築
な
ど
の
支
援
業
務
の

委
託
先
を
県
内
他
市
に
お
い

て
実
績
の
あ
る
株
式
会
社
大

津
屋
に
変
更
し
、
年
間
１
億

円
の
寄
附
額
を
目
標
と
し
て

い
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

事
業
が
奏
功
す
る
こ
と
で
、

本
市
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
訪
れ
て
み
よ
う
と
い
う

意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

前
向
き
に
目
標
金
額
を
設
定

さ
れ
、
消
費
者
か
ら
の
共
感

を
得
ら
れ
る
魅
力
あ
る
返
礼

品
の
発
掘
や
情
報
発
信
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

公
共
施
設
太
陽
光
発
電
等
導

入
調
査
事
業
に
つ
い
て  

◎
理
事
者
の
説
明 

　

市
内
公
共
施
設
で
の
太
陽

光
発
電
導
入
の
有
効
性
を
確

認
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

市
庁
舎
に
は
す
で
に
太
陽

光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
費

用
対
効
果
な
ど
の
実
績
を
参

考
に
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

越
美
北
線
観
光
利
用
促
進
事

業
に
つ
い
て

◎
理
事
者
の
説
明 

　

越
美
北
線
の
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
と
利
用
促
進
を

目
的
に
、
九
頭
竜
湖
駅
を
恐

竜
や
化
石
を
テ
ー
マ
に
装
飾

す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
を

車
両
内
に
持
ち
込
み
、
そ
の

自
転
車
で
市
内
を
周
遊
す
る

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
、
列

車
に
乗
っ
て
本
市
の
星
空
観

光
を
楽
し
む
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
な
ど
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
。 

◎
委
員
か
ら
の
意
見 

　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
は
、

誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、い
つ
、

ど
こ
の
駅
で
何
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
の
か
、
Ｐ
Ｒ
を
ど

う
す
る
の
か
な
ど
を
十
分
に

検
討
し
、
継
続
し
た
サ
イ
ク

ル
ト
レ
イ
ン
の
実
現
に
つ
な

げ
ら
れ
た
い
。 

▼
産
経
環
境

　（
白
﨑
委
員
長
、葊
瀬
副
委
員
長

　
梅
林
、
永
田
、
松
田
、
榮
）

公
営
企
業
会
計
推
進
事
業
に

つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
を
令
和
６
年
度
か
ら
公

営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
に

当
た
り
、
令
和
４
・
５
年
度

を
期
間
と
す
る
債
務
負
担
行

為
に
よ
り
、
減
価
償
却
費
な

ど
を
算
定
す
る
資
産
の
評
価

や
移
行
に
伴
う
支
援
を
業
務

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

債
務
負
担
行
為
は
、
後
の

年
度
の
債
務
を
約
束
す
る
も

の
で
あ
る
が
、契
約
締
結
後
、

議
会
に
対
し
て
そ
の
実
績
報

告
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

当
委
員
会
と
し
て
、
債
務
負

担
行
為
に
係
る
事
業
の
実
績

報
告
を
毎
年
、
機
会
を
捉
え

て
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

７月市議会定例会のお知らせ
　市議会の本会議は、誰でも傍聴
することができます。傍聴を希望
する方は、議会事務局（３階）で
受け付けを済ませてから、傍聴席

（Ｒ階）にお入りください。 
　日程は、予定のため変更になる
場合があります。 
　本会議と常任委員会の開会時間
は、午前10時を予定しています。
人口減少対策特別委員会の開会時
間は午前10時、未来へつなぐまち
づくり特別委員会の開会時間は、
午後１時を予定しています。ただ
し、開会前の会議により遅れる場
合もあります。 
　詳しくは、議会事務局へ問い合
わせてください。
 （☎0779-64-4830）

日 月 火 水 木 金 土
７/10 11 12 13 14 15 16

本会議
（開会）

17 18 海の日 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（産経環境）

常任委員会
（教育民生）

常任委員会
（総務生活）

31 ８/1 2 3 4 5 6

特別委員会
（人口減少対策）
（未来へつなぐ
　まちづくり）

本会議
（閉会）

人気の返礼品　サトイモ 

※例年は６月定例会ですが、市長選挙を考慮して７月定例会になります。
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へ
の
十
分
な
説
明
を
行
い
、

執
行
に
遺
憾
な
き
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
と
の
要
望
事
項
を

付
し
て
認
め
る
こ
と
と
す
る
。  

 

小
中
学
校
施
設
改
修
事
業
に

つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

再
編
の
受
け
皿
と
な
る
陽

明
中
学
校
、開
成
中
学
校
と
、

先
行
再
編
し
た
下
庄
小
学
校

の
校
舎
を
改
修
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
調
査
・
施

設
設
計
の
業
務
を
委
託
し
、

令
和
５
・
６
年
度
で
改
修
工

事
を
行
う
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

少
子
化
が
進
ん
で
も
地
域

で
学
校
を
利
活
用
で
き
る
よ

う
、
本
市
の
実
情
に
沿
っ
た

独
自
の
提
案
を
引
き
出
さ
れ

た
い
。

ヘ
ル
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
４
年
度
は
、
参
加
者

を
１
６
３
０
人
に
増
員
す
る
。

国
の
支
援
を
活
用
し
て
令
和

５
年
度
ま
で
取
り
組
み
た
い
。

◎
委
員
か
ら
の
意
見 

　

市
民
一
人
一
人
が
自
分
自

身
の
健
康
状
態
を
知
り
、
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
、
市
と

し
て
集
計
デ
ー
タ
を
分
析
し

各
施
策
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
た
い
。

い
き
い
き
わ
く
わ
く
学
習
事

業
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到

来
を
受
け
、
学
び
直
し
を
重

視
し
た
講
座
や
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
対
応
で
き
る
研
修
を
行

う
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
各
種

事
業
を
統
合
し
た
。 

◎
委
員
か
ら
の
意
見 

　

生
涯
現
役
社
会
や
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
市
民
が
楽
し
く
、

長
く
学
び
続
け
ら
れ
る
講
座

の
実
施
や
企
業
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
講
習
等
の
展
開
を
求

め
る
。 

▼
総
務
生
活

　（
葊
田
委
員
長
、伊
東
副
委
員
長

　
松
本
、
堀
田
、
野
村
、
畑
中
）

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

地
域
の
活
性
化
と
隊
員
の
定

住
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
る
。 

　

隊
員
の
活
動
促
進
と
定
住

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
悩

▼
教
育
民
生

　（
林
委
員
長
、
川
端
副
委
員
長

　
木
戸
屋
、ダ
ニ
エ
ル
、髙
田
、髙
岡
）

子
ど
も
食
堂
見
守
り
支
援
事

業
補
助
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
が

減
少
す
る
中
、
地
域
社
会
か

ら
孤
立
し
が
ち
な
子
育
て
家

庭
へ
の
食
事
の
提
供
を
通
じ

て
、
子
ど
も
や
家
庭
の
見
守

り
活
動
を
実
施
す
る
団
体
へ

補
助
す
る
も
の
。 

◎
委
員
会
と
し
て
の
附
帯
決

議 

　

食
事
の
提
供
を
通
し
て
家

庭
や
親
子
の
様
子
を
地
域
で

見
守
る
と
い
う
事
業
の
趣
旨

は
、
団
体
の
取
り
組
み
と
し

て
敬
意
を
表
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
市
内
各
地
に
広
が
る
こ

と
を
強
く
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
事
業
内
容
の

説
明
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
団

体
と
の
調
整
も
不
十
分
で
あ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

当
委
員
会
と
し
て
、
こ
の

事
業
の
補
助
金
交
付
に
当
た

っ
て
は
、
事
前
に
当
委
員
会

み
や
意
見
を
聞
く
場
を
設
け

る
な
ど
し
て
い
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
通
し

て
、
本
市
の
移
住
施
策
の
充

実
に
つ
な
げ
、
移
住
定
住
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。 

市
民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
」

に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

や
ま
び
こ
に
よ
る
投
書
件

数
は
例
年
40
件
ほ
ど
。
そ
の

８
割
強
が
メ
ー
ル
に
よ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
各

所
に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱

の
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し

た
い
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

投
書
の
な
い
場
所
の
提
案

箱
は
致
し
方
な
い
が
、
投
書

の
多
い
場
所
の
も
の
は
、
市

民
の
意
見
を
聞
き
取
る
た
め

の
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
残

さ
れ
た
い
。 

災
害
現
場
等
で
の
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
３
年
度
に
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
の
支
援
を
受
け
、
防
災
活

動
に
活
用
す
る
た
め
の
ド
ロ

ー
ン
を
２
機
購
入
し
た
。
本

年
２
月
に
操
作
研
修
を
実
施

し
、４
月
以
降
は
、い
つ
で
も

活
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

被
災
現
場
の
調
査
や
情
報

収
集
、
被
災
者
の
発
見
や
救

助
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
を
さ
ま

ざ
ま
に
活
用
し
、
今
後
の
防

災
・
減
災
に
つ
な
げ
ら
れ
た

い
。

改修に向けて準備が進む下庄小学校

楽しみながら健康づくり
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全会一致で可決・承認・同意・採択・趣旨採択された議案等

令和４年３月第427回定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

3 可決 令和４年度大野市和泉診療所事業特別会計予算案

5 可決 令和４年度大野市介護保険事業特別会計予算案

6 可決 令和４年度大野市農業集落排水事業特別会計予算
案

7 可決 令和４年度大野市水道事業会計予算案

8 可決 令和４年度大野市簡易水道事業会計予算案

9 可決 令和４年度大野市下水道事業会計予算案

11 可決 令和３年度大野市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）案

12 可決 令和３年度大野市和泉診療所事業特別会計補正予
算（第２号）案

13 可決 令和３年度大野市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）案

14 可決 令和３年度大野市介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）案

15 可決 令和３年度大野市水道事業会計補正予算（第１号）
案

16 可決 令和３年度大野市簡易水道事業会計補正予算（第
２号）案

17 可決
令和３年度大野市下水道事業会計補正予算（第２
号）案

各議員の表決が分かれた議案等

議長（松田元栄）は採決に加わらないので「／」で表示。議案に賛成〇、反対×。
欠席は「欠」と表示。
請願、陳情の願意に賛成「賛」、願意を否とする場合「否」

議員名（議席番号順）

議案番号・議案名等

議
決
結
果

葊
瀬
浩
司

木
戸
屋
八
代
実

林　

順
和

ダ
ニ
エ
ル
益
資

白
㟢
貴
之

伊
東
由
起
恵

松
本
嘉
彦

葊
田
憲
徳

堀
田
昭
一

髙
田
育
昌

野
村
勝
人

梅
林
厚
子

永
田
正
幸

松
田
元
栄

川
端
義
秀

髙
岡
和
行

畑
中
章
男

榮　

正
夫

市
長
提
出
議
案

1 令和４年度大野市一般会計予算案 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × × 〇 ／ 〇 〇 〇 ×

2 令和４年度大野市国民健康保険事業特別会計
予算案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 ×

4 令和４年度大野市後期高齢者医療特別会計予
算案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 ×

10 令和３年度大野市一般会計補正予算（第10号）案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 ×

20 大野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇 〇 ×

請
願 2 インボイス（適格請求書）制度の中止を求め

る請願 不採択 否 否 否 否 否 否 否 欠 否 否 賛 否 否 ／ 否 否 否 賛

陳
情 2

北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急「サ
ンダーバード」「しらさぎ」をＪＲ西日本・
ＪＲ東海の運営・運行で現行のまま存続させ
ることを求める陳情

不採択 否 否 否 賛 否 否 否 欠 否 否 賛 否 否 ／ 否 否 否 賛

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
促
進
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

市
民
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
浸
透

を
図
る
た
め
、
協
定
を
締
結

し
て
い
る
事
業
所
と
連
携
し

た
出
前
講
座
を
実
施
す
る
ほ

か
、
啓
発
バ
ッ
ジ
や
子
ど
も

向
け
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
作
成

す
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

広
報
お
お
の
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

は
も
と
よ
り
、
企
業
や
事
業

所
で
の
取
り
組
み
の
推
進
が

効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
企
業
等
へ
の
よ
り
積

極
的
な
啓
発
に
努
め
ら
れ
た

い
。

SDGｓ出前講座 

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

18 可決 大野市まち・ひと・しごと創生基金設置条例案

19 可決 大野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例案

21 可決 大野市ぶなの木台コミュニティセンター設置条例
を廃止する条例案

22 可決 大野市有機堆肥製造施設設置条例を廃止する条例案

23 承認 専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度大野市一般会計補正予算（第８号））

24 承認 専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度大野市一般会計補正予算（第９号））

25 同意 人権擁護委員候補者の推薦について

市
会
案

1 可決 シルバー人材センターに対する支援を求める意見
書について

2 可決 大野市議会会議規則の一部を改正する規則案

3 可決 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議につ
いて

請
願 1 趣旨

採択
　「水田活用の直接支払交付金」の見直しの中止を
求める請願

陳
情 1 採択 シルバー人材センターに対する支援を求める意見

書の提出について
継
続
分
請
願

2 趣旨
採択

政府の新型コロナ禍での米価格暴落対策が皆無の
中、自治体独自の稲作農家への直接支援策を求め
る意見書提出について
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員　

林　
　

順
和

木
戸
屋
八
代
実

葊
田　

憲
徳

野
村　

勝
人

　
　
　
　
　

髙
岡　

和
行

編
集
後
記

※
次
回
は
、
８
月
下
旬
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し

て
初
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
編

集
委
員
会
。
紙
と
の
併
用
で
し

た
が
、
デ
ー
タ
を
事
前
に
確
認

で
き
た
こ
と
で
、
一
番
重
要
な

　
“
議
論
”
を
活
発
に
行
え
た
の

で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
議
員
自

ら
が
読
み
手
で
あ
る
市
民
の
立

場
に
立
ち
、
読
み
や
す
い
紙
面

構
成
や
編
集
方
法
を
学
び
、
さ

ら
に
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
へ
改

善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
代
弁
者
で
あ
り
、
よ

り
良
い
大
野
市
づ
く
り
の
け
ん

引
役
で
あ
る
議
会
と
し
て
、
会

議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や

来
年
改
選
す
る
に
当
た
り
議
員

定
数
を
削
減
す
る
な
ど
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
政
治
へ
の
関

心
が
高
ま
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
座
長　

林　
　

順
和
）

▼
人
口
減
少
対
策
特
別
委
員

会　（
堀
田
委
員
長
、
木
戸
屋
副
委

　
員
長
、葊
瀬
、林
、ダ
ニ
エ
ル
、

　
白
﨑
、
永
田
、
榮
）

～
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
～

長
期
休
業
中
の
子
ど
も
の
居

場
所
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明

　

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場

所
と
し
て
は
、
市
内
五
つ
の

児
童
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
、

地
区
公
民
館
な
ど
で
の
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
の
二
つ

の
取
り
組
み
が
あ
る
。
長
期

休
業
中
の
子
ど
も
の
居
場
所

や
活
動
場
所
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。

◎
委
員
の
意
見

　

希
望
す
る
全
て
の
子
ど
も

た
ち
が
利
用
で
き
る
安
全
で

安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
を

▼
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
特
別
委
員
会

　（
川
端
委
員
長
、梅
林
副
委
員
長

　
伊
東
、
松
本
、
葊
田
、
髙
田
、

　
野
村
、
畑
中
）

大
野
市
高
速
交
通
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て 

◎
理
事
者
の
説
明

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し

て
、
元
町
会
館
の
観
光
案
内

所
が
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
外
国
人
観
光
案

内
所
に
認
定
さ
れ
た
。
ま
た

多
言
語
通
訳
が
で
き
る
ポ
ケ

ト
ー
ク
を
越
前
大
野
城
や
観

光
協
会
、
道
の
駅
九
頭
竜
に

配
置
し
た
。

　

星
空
保
護
区
の
認
定
に
向

け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
本

市
が
令
和
５
年
の
全
国
大
会

開
催
候
補
地
に
決
定
し
た
。

　

県
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
福
井

市
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
越

美
北
線
沿
線
地
域
の
観
光
施

策
と
し
て
、
令
和
４
年
度
に

は
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
九

頭
竜
湖
駅
の
装
飾
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

　

本
市
の
魅
力
向
上
に
お
い

て
、
市
民
が
お
も
て
な
し
の

早
急
に
整
備
さ
れ
た
い
。

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

◎
理
事
者
の
説
明

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
の
中
間
見
直
し
を
行

う
に
当
た
り
、
令
和
４
年
度

は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
い
。

◎
委
員
の
意
見

　

子
育
て
世
代
が
、
住
み
続

け
た
い「
魅
力
あ
る
大
野
市
」

と
な
る
よ
う
情
報
収
集
に
努

め
、
県
の
補
助
を
活
用
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
求
め

る
。

～
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
る
～

移
住
定
住
促
進
の
た
め
の
住

ま
い
の
確
保
に
つ
い
て

◎
理
事
者
の
説
明

　

空
き
家
の
家
財
処
分
費
用

や
空
き
家
管
理
代
行
サ
ー
ビ

ス
費
へ
の
助
成
制
度
を
創
設

し
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ

の
登
録
件
数
の
増
加
を
図
る
。

◎
委
員
の
意
見

　

移
住
定
住
者
の
た
め
の
住

ま
い
の
確
保
を
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

心
を
観
光
客
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
け
る
か

と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事

で
あ
る
。
市
の
働
き
掛
け
を

検
討
さ
れ
た
い
。

会
議
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化 

　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
た
め
、
大
野
市
議
会
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
推
進
会

議
で
協
議
を
重
ね
、
議
会
で

使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
等
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議
シ
ス
テ
ム
「
ｍ
ｏ
ｒ

ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
の
操
作
研
修

会
を
開
催
。
今
後
、
７
月
定

例
会
で
紙
と
併
用
し
た
試
験

運
用
を
行
い
、
９
月
定
例
会

か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
し

ま
す
。

moreNOTE操作研修会 

特
別
委
員
会

報
告

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議！

　令和４年３月定例会最終日に、市
会案第３号「ロシアによるウクライ
ナ侵攻に抗議する決議について」を
全会一致で可決しました。
　（以下、決議文の一部です）

　武力による攻撃は、いかなる理由
をもってしても正当化されるものではなくウクライナに対
する主権侵害であり、国際社会の秩序と平和を脅かす暴挙
を断じて容認することはできません。
　よって、大野市議会は、ロシア軍によるウクライナへの
攻撃と主権侵害に抗議するとともに、ロシア政府に対し、
武力行使の即時停止と国際法の遵守を強く求めます。
　また、政府においては、国際社会と緊密に連携し、国際
秩序の維持に向けた厳格かつ適切な対応を講じられるよう、
強く求めます。


